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れ
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は
言
ふ
ま
で
も
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く
茁
流
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經
濟
學
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ー
人
、
：
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ダ
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の
流
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.汲
む
、
リ
カ
ア
ド
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逾
な
祖
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あ
る
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消
動
の
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面
は
無
論
經 
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分
舟
.で
あ
'る
が
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經
濟
學
文
献
の
蒐̂
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と
し
て
も
亦
有
名
セ
あ
っ
た
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本
書
は
經
濟
學
#

と
し
て
の
彼
、
文
献
蒐
集
家
と
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て
の
彼
の
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所
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で
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濟
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t

 of national 

debt, 
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c
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で
あ
る
。
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ア
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.オ 

價
値
論
辯
■

た
め
筆
を
執
つ
た「

ス
コ
ッ
ト
マ
ン」

に
は
創
刊(

1

八
一
七
年)

以
：來
關
係
が
あ
つ
た
。

H

デf

ン
づ
フ
評
證
は
一
八 

年
力
ら
寄
稿
し
て
居
.る
彼
は
ェ
テ
キ
ン
パ
ラ
か
ら
偷
敦
に
移
つ
た
。
そ
の
時
期
は
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ム
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ー
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ユ
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事
に
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八
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印
と
ぁ
る
け
れ
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ル
が
彼
に
リ
ヵ
ア
ド
オ
の
死
を
知
ら
せ
た
手
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八
一
一
三
年
九
月
十
九

日
附)
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ラ
へ
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一
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丑
年
九
月
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し
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が
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と
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曾
葉
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言
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表
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言
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在
野
の
學
者
と
し
て
經
濟
學
の
膂
及
に
努
め
て
届
た
ら
し

い
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れ
等
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講
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つ
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ぜ
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し

セ
英
國
は
經
.濟
學
の
鄉
出
で
あ
る
に
拘
ら
承
、-;
>
か
の
國
で
會
て
助
成
©
手
が
神
べ
ら
れ
な
か
.つ
た
こ
*'
と
は
-
彼
の
遺
憾
と
す
る
と
こ 

6;
で
あ
つ
た
へ
3
^ 8
|

)

。
.-
:
-
.
そ
0
主
.要
原
理
、
.結
論
を
大
衆
§
中

へ

普

及

ず

る

，
こ
：
と

今

研
究
が
大
衆
に
不
用
で
あ
る
ー
と
ぃ
ふ
の
が
間
違
ひ
で
あ
る

0:
,輿
論
の
力

1

龊
く
愼
茁
に
虫
張
せ
ら
れ
る
時
は
，
最
も
傲
岸
な
宰
相
と 

雖
も
屈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
，い
輿
論
の
ヵ
と
.い
.ふ
も
の
は
、.大
衆
の
屮
か
ら
生
れ
る
の
で
あ
る
o
'太
衆
.が
愚
味
な
ら
ば
,
そ
.

Q

意
見
は 

.購
見
：に
囚
ば
れ
易
.い
0:
彼
等
が
受
身
0
傍
觀
者
で
あ
る
間
は
害
は
猶
ほ
尠
い
0
け
れ
ど
^
彼
等
は
自
分
に
判
斷
ヵ
の
缺
げ
て
屉
る
こ
と 

お
自
覺
し
な
い
か
ら
、
：必
ら
ず
公
事
の
論
議
に
參
加
し
て
來
る
。
し
が
も
そ
の
誤
づ
，た
情
熱
と
數
.<
!
:精
_ヵ
と
^
ょ
づ
て
、
屢
 々

.獲
得
す
る
0:
こ
の
弊
を
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敕
す
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途
ば
唯
.々
1
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か
な
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そ
れ
は
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こ
の
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九
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な
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經
濟
.學
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が
逝
い
炎
時*
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の
名
を
記
念
す
る
た
め
に
友
人
間
に
企
て
ら
れ
た
-%
の 

で
あ
る
0
.十
年
間
經
濟
學
の
，一
講
座
を
維
持
す
るo:講
師
に
は
年
百
磅
ク
場
所
代
に
は
！
一
十
磅
*
、
そ
の
％
办
千
ニ
有
勝
を_
金
寸
ス
;̂ 

い
ふ
の
仏
そ
0.
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見
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あ
0
た
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_ノ
か
ぐ
し
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ロ
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講
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ラ
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迎
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こ
と
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偷
敦
に
於
け
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義
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大
の
成
功
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め
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れ
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寵
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經
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講
者
の
便
宜
の
た
め
に
印
刷
に
附
し
た
も
め
で
あ
る
と
，い
ふ
。
へ
序
文

)

。

そ
，れ
は
そ
の
‘前
年
出
版
さ
れ
た
大
英
百
科
辭
典
第
四
版
補
造 

に
於
け
る
彼
の「

經
濟
學j

の
項
と
略
々
同
一
，
內
容
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
彼
は
逛
に
翌
郃
本
論
钇
含
む
兖
全
な
論
著
と
し
て
中
；蓉

1
經 

^
原
論
し
，̂
1
1«>
P
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o
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l
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又
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能
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献
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藉
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れ
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史
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參
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也
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參
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ギ
デ
ヰ
ゾ
バ.
ラ
評
論
へ
の
寄
稿
だ
け
で
も
七
十
穴
篇
を
數
へ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る

0
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な
も
の
に
ば
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通
揭
書
の
外
、
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昏
6
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マ
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i
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w
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•等
が
擧
げ
ら
れ
.る
：̂
ら
う
o 

私 

は
そ
の
中
に
本
篇
ギ
：題0;「

掇
濟
學
文
献」

を
も
人
れ
た
い
の
で
あ
る
。
蓋
し
第|
に
、
い
か
な
る
學
問
の
分
野
に
あ
つ
て
も■•
■現
在
の 

階
段
は
過
去
の
知
識0
集
積
を
載
礎
と
し
て
成
立
：し
て
居
る<2
>
'
.で
あ
'る
か
.ら
*
.旣
存
文
献
校
つ
'い
て
あ
る
程
度
の
如
識
幺
も
ク
こk

は 

硏
究
お
_

で
あ
.る
加
が
で
あ
る
。̂

-:
ー
に
は
、
へ
い
か
な
る
個
人0
勞
作
で
1

、
畢
竟
七
0
人
0
個
性
を
離
れ
る
：と̂

0
出
來
な
い
も 

の
-で
^
り
、
：そ
^

が
强
^:
れ
ば
强
；い
ぼ
ど
性
格
が
深
ぐ
滲
み
出
て.ゐ
そ
>

そ
.の
人
の
息
想̂:
研
究
す
を
上
に
ょ
き
便
宜
と
な
り
得
る
も 

の
で
あ
る
か
ら
で 

t

''
o
:;.
:
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:

-
い
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へ
第
ー
に
就
い
て
は
ノ
著
者
良
ら
：そ_の
序
文
匕
於
い.て
說
：い
て
居
る
。S

づ
れ
の
學
'問

領

域

：に

於

い

.て

も
.>
多

數

著

作

を

蒐

め

そ

の

歷 

史
に
努
切
を
拂
ぷ
人.は

.:
'
.必
.ら
ず
や
古
人
の
：間
に
堅
實
な
现
論
を
發
見
し
て
意
外
と
す
る
と
共
に
、
旣
.に
精
箅
さ
れ
た
智
の
膠
論
が
飽

き
ず
繰
.诞
さ
れ
て
居
る
の
に
ー
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